
 
 

 

【研究成果】 

１．加工・業務用キャベツの主力品種「初恋」「おきな SP」について、定植から収穫までの積算気温に基づく、キ

ャベツ株の最大径や結球部直径等を数値化した生育モデル式の作成を行いました。 

２．の生育モデル式や気温データを表計算シー

トに組み入れることで、定植予定日、生育初

期の「株の最大径」や、結球初期の「結球部直

径」の入力により（下写真参照）、収穫したい

結球部重量に到達する日（収穫予測日）が表

示される「出荷期予測シート」（右図）を作成

しました。 

 

 

 

 

「株の最大径」   「結球部直径」 

夏秋どりキャベツの簡易な出荷期予測シートを開発しました 

【研究の概要】 

加工・業務用キャベツ経営では、定時・定量出荷を行うための適切な生産計画の策定と併せ、取引先へ事前に

出荷日や出荷量等の情報を提示する必要があることから、高精度な出荷予測技術の開発が求められています。 

そこで、夏秋どりキャベツの栽培試験を行い、キャベツの生育モデルを構築しました。それを基に、表計算ソ

フトを用いて、定植予定日や、生育中のキャベツの大きさを測定して入力すると、結球部が収穫予定重量（約

1.5～2kg/個）に達する日（収穫予測日）が表示される出荷期予測シートを開発しました。 

【研究内容】 

１．加工・業務用キャベツの主力品種「初恋」「おきな SP」について、夏どり・秋どりの２作型で栽培を行い、 

環境データ・生育データを収集し、生育モデルの構築に取り組みました。 

２．収穫２週間前（結球初期）に収穫日の予測が可能な出荷予測技術の開発に取り組みました。 

 

 

 

 

                   定植時     →  生育初期  →    結球期     →    収穫期 

（定植後日数 0 日        15～30 日      50～70 日        70～80 日   ） 

【将来の展望】 

県央地域の現地ほ場における実証では、実際の収穫日と比較して、夏どりでは±３日程度、秋どりでは±５日程

度の誤差となりました。今後、県内他産地での実証を行う予定ですが、今まで、経験豊富な生産者の勘に基づいて

いた出荷期の予測について、本技術の活用により、数値で‘見える化’することで、高精度な出荷見通しを取引先

と早期に情報共有することが可能となり、計画的なキャベツ生産の実現に寄与するものと考えられます。 
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